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編

f変

記

集

一
一
一
巻
の
編
集
は
、
教
官
二
名
、
研
究
補
助
助
手
二
名
が
担
当
し
、
校
正

に
は
、
一
、
二
号
に
つ
き
、
宮
本
、
平
井
、
一
二
、
四
号
に
つ
き
、
伊
藤
、
吉

沢
、
の
各
研
究
補
助
助
手
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

前
巻
の
編
集
委
員
か
ら
は
、
克
明
な
引
き
継
ぎ
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

本
巻
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
多
数
の
方
々
か
ら
執
筆
の
申
し
出
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
編
集
委
員
の
側
で
も
、
片
岡
助
手
が
執
筆
・
校
正
の
各
要
領
を

作
成
し
て
、
そ
の
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

執
筆
者
に
は
、
内
容
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
体
裁
に
つ
い
て
も
、
初
校

の
段
階
で
原
稿
に
手
を
加
え
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
し
て
、
原
稿
を
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
特
に
、
原
稿
の
体
裁
、
例
え
ば
、
見
出
し
の

体
裁
、
本
文
と
の
行
聞
の
あ
け
方
、
改
行
の
有
無
、
約
も
の
(
点
、
ダ
ッ
シ

ュ
、
括
弧
な
ど
〉
の
使
い
方
、
引
用
文
献
の
表
記
の
仕
方
な
ど
に
細
か
に
気

を
配
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
横
文
字
に
つ
い
て
は
筆
記
体
を
使
わ
な
い
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
Q

本
巻
の
編
集
委
員
の
仕
事
の
一
つ
と
し
て
、
総
索
引
の
作
成
を
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
前
図
書
掛
長
石
黒
克
彦
氏
の
示
唆
に
よ
る
も
の
で
す
。
便
利

な
も
の
を
つ
く
る
た
め
に
、
多
く
の
方
々
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
と
く
に
分
類
等
内
容
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
専
門
の
方

々
に
き
く
必
要
も
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
御
協
力
下
さ
る

よ

う

お

願

い

致

し

ま

す

。

(

編

集

委

員

)
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北
海
道
大
学
法
学
会
記
事

O 

昭
和
四
五
年
五
月
二
九
日
(
金
)
午
後
一
時
半
l
四
時
半

「
帰
朝
報
告
」

報
告
者
五
十
嵐

出
席
者
二
三
名

昨
年
四
月
か
ら
一
年
間
ハ
ン
プ
ル
グ
の

ζ
E
1
2
g
n
r
i
H
E
E
E
E
H

Eω
広
口
止
R
r
g
g
ι
5
R
5
2
3
E一E

F
百
三
耳
目
宮
に
学
ば
れ
た
五
十

嵐
教
授
に
、
比
較
法
を
中
心
と
し
て
見
聞
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
研
究
体
制
に
つ

い
て
う
か
が
っ
た
。

研
究
と
教
育
と
を
分
離
し
、
研
究
者
を
研
究
に
専
念
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
研
究
水
準
を
あ
げ
る
と
い
う
ね
ら
い
で
、
帝
制
下
、
カ
イ
ザ

I
・
ウ
イ
ル

ヘ
ル
ム
学
術
振
興
財
団
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
カ
イ
ザ
l

・
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム

研
究
所
が
設
立
さ
れ
、
こ
れ
が
第
二
次
大
戦
後
マ
ク
ス
・
ブ
ラ
ン
ク
学
術
振

興
財
団
な
ら
び
に
同
研
究
所
と
改
称
さ
れ
た
。
当
初
自
然
科
学
に
か
ぎ
ら
れ

て
い
た
こ
の
研
究
所
傘
下
に
、
現
在
で
は
教
授
の
学
ば
れ
た
ハ
ン
プ
ル
グ
の

研
究
所
を
は
じ
め
、
外
国
公
法
・
国
際
法
(
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
〉
、
刑
法
(
プ

ラ
イ
プ
ル
グ
)
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
史
(
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
)
、

無
体
財
産
法
(
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
)
と
五
つ
の
法
学
の
研
究
所
を
数
え
る
に
い
た

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
諸
研
究
所
が
加
わ
る
端
緒
を
な
し
た
の
は
実
に
比
較
法
関
係
の
二

清

つ
の
研
究
所
で
あ
り
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
開
問
与
止
の
識
見
と
才
腕
に
よ

る
も
の
だ
っ
た
(
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
五
十
嵐
、
ド
イ
ツ
に
お

け
る
比
較
法
の
発
展
、
法
学
論
集
二

O
巻
四
号
以
下
連
載
、
参
照
)
。
関
心

が
自
国
の
制
定
法
と
ロ
!
マ
法
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
西
欧
諸
固
ま
た
ド
イ
ツ

の
法
学
会
に
お
い
て
、
ラ
l
ベ
ル
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に

F
E
Z汁
L
2

m
2
Z
2
2
m
F江
戸
ロ
ロ
聞
を
創
め
た
の
は
実
に
一
九
一
六
年
で
あ
り
、
こ
れ

が
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
H
ワ
イ
マ
!
ル
体
制
下
に
発
展
し
て
、
一
九
二
五
、

六
年
に
か
け
て
カ
イ
ザ
1

・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
研
究
所
傘
下
の
比
較
公
法
・
私

法
同
研
究
所
と
な
っ
た
。
ラ
1
ベ
ル
が
設
定
し
た
比
較
法
研
究
所
の
任
務

は
、
立
法
に
対
す
る
意
見
の
提
出
、
裁
判
に
お
け
る
の
三
R
Y
Z
E問
、
外
国

制
定
法
の
制
定
・
改
廃
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供
、
比
較
法
の
学
術
的
研
究

だ
っ
た
が
、
現
在
ラ
i
ベ
ル
の
当
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ほ
ぼ
完
全
に
実
現
さ

れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
彼
の
研
究
・
研
究
者
養
成
・
研
究
行
政
に
お
け
る
識

見
と
才
腕
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ナ
チ
ズ
ム
の
迫
害
に
よ
っ
て
す
ぐ
れ
た
研
究

者
が
殆
ん
ど
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
嬢
滅
的
打
撃
を
の
り
こ
え
て

ハ
ン
プ
ル
グ
の
研
究
所
は
多
く
の
同
耐
え
2
3
H
(研
究
員
)
に
よ
る
共
同
研

究
体
制
と
十
数
万
の
蔵
書
を
そ
な
え
た
欧
州
一
の
比
較
法
研
究
機
関
と
な

り
、
ラ
l
ベ
ル
の
も
と
か
ら
は
、
民
名
古
、
州
内
2ω
一耳、

m
Y
2
E耳
5
、知山戸川内『

等
々
世
界
の
第
一
線
の
比
較
法
学
者
を
輩
出
し
た
の
で
あ
る
。

報
告
の
あ
と
、
ド
イ
ツ
の
比
較
法
さ
ら
に
法
社
会
学
と
日
本
の
そ
れ
と
の

比
較
、
研
究
体
制
(
少
な
く
と
も
比
較
法
に
関
す
る
限
り
ド
イ
ツ
に
支
配
的

に
な
り
つ
つ
あ
る

H
E
E
E
組
織
は
す
ぐ
れ
て
お
り
、
講
座
制
で
は
研
究
の

国
際
的
水
準
を
フ
ォ
ロ
ウ
し
え
ぬ
)
、
研
究
所
と
大
学
に
お
け
る
教
育
と
の
関
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報

係
、
教
授
H
助
手
の
関
係
、
研
究
所
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
あ
り
方
(
わ
が
学
部

の
ご
と
き
も
一
考
を
要
し
よ
う
)
、
比
較
法
研
究
者
に
ユ
ダ
ヤ
人
が
多
い
の

は
な
ぜ
か
、
ナ
チ
ズ
ム
と
ド
イ
ツ
の
比
較
法
・
法
社
会
学
研
究
、
等
々
学
問

の
内
な
る
、
ま
た
学
問
を
支
え
る
場
の
、
諸
問
題
に
つ
い
て
活
灘
な
応
酬
が

あ
り
、
五
十
嵐
教
授
が
こ
う
し
た
問
題
に
深
く
か
か
わ
る
こ
と
が
ら
と
し
て

比
較
法
と
平
和
主
義
と
い
う
問
題
を
示
唆
さ
れ
た
の
が
、
幹
事
の
心
に
残
っ

て
い
る
。
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雑

ホ

* 

* 

二
O
巻
三
号
に
紹
介
さ
れ
た
よ
う
な
通
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
た
て
た
ま
ま

開
府
休
業
状
態
に
入
っ
て
、
一

0
ヶ
月
ぷ
り
の
研
究
会
で
あ
っ
た
。
再
開
に

あ
た
っ
て
幹
事
は
、
テ
l
て
運
営
方
法
な
ど
に
つ
き
会
員
諸
兄
姉
か
ら
出
来

る
か
ぎ
り
御
意
見
を
う
か
が
っ
た
が
、
幹
事
と
し
て
は
、
と
も
す
れ
ば
専
門

分
化
の
タ
コ
ツ
ボ
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
な
わ
れ
わ
れ
の
現
状
に
お
い
て
、

深
遠
な
哲
理
に
つ
い
て
喧
喧
の
論
を
戦
わ
す
ま
で
ゆ
か
ぬ
ま
で
も
、
イ
ン
タ

ー
・
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
な
話
題
を
め
ぐ
っ
て
一
刻
を
歓
談
す
る
サ
ロ
ン
が
あ

る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
さ
し
あ
た
り
「
新
帰
朝
者
」
た

ち
の
お
話
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
う
か
が
っ
て
研
究
会
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ッ
プ

を
行
な
う
つ
も
り
で
あ
る
。
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